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国 籍 日本

学 歴  年 月 日 事 項

1996 年 4 月 1 日〜2002 年 3 月 31 日 神戸大学医学部医学科

2006 年 4 月 1 日〜2011 年 3 月 31 日 神戸大学大学院医学系研究科博士課程

（肝胆膵外科学）

学 位 年 月 日 事 項

2011 年 3 月 25 日 博士（医学）

免 許  年 月 日 事 項

2002 年 5 月 10 日  医師免許

認定医等 年 月 日 事       項

2009年 12 月 1 日 日本外科学会 専門医

2012年 1 月 1 日 日本消化器外科学会 専門医

2012年 1 月 1 日 日本消化器外科学会 消化器がん外科治療認定医

2013年 1 月 1 日 日本消化器病学会 専門医

2013年 4 月 1 日 日本肝臓学会 専門医

2016年 6 月 1 日 日本消化器外科学会 指導医

2020年 1 月 1 日 日本外科学会 指導医

2020年 1 月 1 日 日本内視鏡外科学会 技術認定医

2020年 4 月 1 日 日本肝臓学会 指導医

2022年 8 月 1 日 日本移植学会 移植認定医

2023年 1 月 1 日 日本消化器病学会 指導医

2024年 3 月 5 日 Certificate of hinotori surgical robot system training 
2024年 5 月 30 日 Certificate of daVinci Technology Training as a console Surgeon 
2024年 12 月 23 日  ロボット支援肝部分切除及び外側区域切除プロクター (hinotori)
2025年 5 月 15 日  ロボット支援肝部分切除及び外側区域切除プロクター (daVinci)
2025年 7 月 24 日   ロボット支援膵頭十二指腸切除プロクター (daVinci)
2025年 10 月 31 日    ロボット支援肝亜区域切除以上（外側区域以外）切除プロクター

（hinotori) 

職 歴  年 月 日 事 項

2002 年 6 月〜2003 年 5 月 神戸大学医学部附属病院 第一外科 研修医

2003 年 6 月〜2004 年 5 月 兵庫県立成人病センター 外科 研修医

2004 年 6 月〜2005 年 5 月 国立病院機構神戸医療センター 外科 専攻医

2005 年 6 月〜2006 年 3 月 淀川キリスト教病院 外科 専攻医

2006 年 4 月〜2010 年 3 月 神戸大学医学部附属病院 肝胆膵外科 医員

2010 年 4 月〜2011 年 3 月  西神戸医療センター 外科 医員

2011 年 4 月〜2012 年 6 月 淀川キリスト教病院 外科医員

2012 年 7 月〜2013 年 9 月 神戸大学医学部附属病院 肝胆膵外科 医員

2013 年 10 月〜2014 年 10 月 Hôpital Saint-Antoine 
(ソルボンヌ大学大学病院グループ, Research fellow)



 
職歴つづき 

2014 年 11 月〜2015 年 3 月  Hôpital Pitié-Salpêtrière  
(ソルボンヌ大学大学病院グループ, Research fellow) 

2015 年 4 月〜2016 年 3 月  淀川キリスト教病院 外科 医長 
2016 年 4 月〜2021 年 3 月  神戸大学医学部附属病院肝胆膵外科 特定助教 (肝胆膵外科)  
2021 年 4 月～2023 年 3 月  神戸大学医学部附属病院肝胆膵外科 助教 (肝胆膵外科) 
2023 年 4 月～2025 年 3 月  神戸大学医学部附属病院肝胆膵外科 講師 (肝胆膵外科)  
2025 年 4 月～現在      神戸大学大学院医学研究科 准教授 (肝胆膵外科学分野)  
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例. 三宅 泰一郎, 浦出 剛史, 小松 昇平, 権 英寿, 福島 健司, 宗 慎一, 荒井 啓輔, 浅利 
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吉田 道彦, 柳本 泰明, 津川 大介, 秋田 真之, 南野 佳英, 浦出 剛史, 福島 健司, 権 英
寿, 小松 昇平, 浅利 貞毅, 児玉 貴之, 木戸 正浩, 外山 博近, 伊藤 智雄, 福本 巧, 癌と
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32. 後腹膜腫瘍に対するスペーサー手術+粒子線治療の現状. 小松 昇平, 出水 祐介, 福本 巧,  
手術, 79巻3号, 339-344, 2025 
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例. 梶川 道子, 原田 万祐子, 前田 ゆき, 阿部 泰尚, 小松 昇平, 田村 太一, 田井 謙太郎, 
土田 忍, 上田 佳世, 寺村 一裕, 柱本 満, 糖尿病, 60巻1号, 30-36, 2017 

 
3. 医学生に対する外科勧誘のアプローチ. 小松 昇平, 岡田 健次, 掛地 吉弘, 國久 智成, 尾
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4. 外科医獲得にむけた神戸大学外科学講座の取り組み. 小松 昇平, 岡田 健次, 掛地 吉弘, 國
久 智成, 尾藤 祐子, 眞庭 謙昌, 福本 巧, 日本外科学会雑誌, 124 巻 1 号, 106-108, 2023 
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6. スペクトルイメージングを用いた肝胆膵外科手術ナビゲーションシステムの研究開発 .     

浦出 剛史, 小松 昇平, 柳本 泰明, 外山 博近, 木戸 正浩, 福本 巧, Precision Medicine, 7巻

13 号, 78-80, 2024 
 

7. アテゾリズマブ＋ベバシズマブ併用療法後に粒子線治療および肝切除を施行し cancer freeを
達成しえた高度門脈腫瘍栓合併肝細胞癌の 1 例. 大森 將貴, 小松 昇平, 石原 伸朗, 寺嶋 千
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本 巧、楠 信也、尾形 哲、高橋 応典、文 宣貴、木下 秘我、小松 昇平、具 英成, 第
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蔵満 薫、味木 徹夫、浅利 貞毅、後藤 直大、松本 拓、小松 昇平、津川 大介、具 英
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津川 大介、木戸 正浩、田中 基文、木下 秘我、小松 昇平、後藤 直大、浅利 貞毅、
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68. 門脈合併切除を伴う膵癌切除術中の門脈/上腸間膜静脈断端の術中迅速診断の意義. 石田 潤、

外山 博近、浅利 貞毅、南野 佳英、水本 拓也、大川 太資、中村 浩之、秋田 真之、

荒井 啓輔、田井 謙太郎、吉田 俊彦、宗 慎一、浦出 剛史、福島 健司、権 英寿、津

川 大介、小松 昇平、柳本 泰明、木戸 正浩、福本 巧, 第 125 回日本外科学会定期学術

集会, 2025 
 

69. 免疫療法後の根治的コンバージョン治療の成績と適応. 田井 謙太郎、小松 昇平、多田 俊

史、松浦 敬憲、上嶋 英介、祖父江 慶太郎、大森 將貴、石原 伸朗、木戸 正浩、権 英

寿、福島 健司、浦出 剛史、吉田 俊彦、荒井 啓輔、柳本 泰明、児玉 裕三、村上 卓

道、福本 巧, 第 61 回日本肝癌研究会, 2025 
 

70. アテゾリズマブ/ベバシズマブ併用療法が投与された Child-Pugh 分類 B 症例の検討. 江原 

真由実、多田 俊史、松浦 敬憲、小松 昇平、福本 巧、西村 貴士、児玉 裕三, 第 61 回

日本肝癌研究会, 2025 
 

71. 肝切除症例から考える大腸癌肝転移の治療戦略と術前化学療法の有用性. 吉田 俊彦、小松 

昇平、木戸 正浩、権 英寿、福島 健司、浦出 剛史、田井 謙太郎、柳本 泰明、外山 博

近、福本 巧, 第 80 回日本消化器外科学会, 2025 
 

72. 胆道癌に対する腹腔鏡下/ロボット支援膵頭十二指腸切除術. 秋田 真之、柳本 泰明、津川 



大介、福島 健司、権 英寿、小松 昇平、浅利 貞毅、外山 博近、木戸 正浩、福本 巧, 
第 80 回日本消化器外科学会, 2025 

 
73. 80 歳以上の Resectable，Borderline resectable 膵癌患者の治療成績について. 石田 潤、外

山 博近、南野 佳英、水本 拓也、李 東河、大川 太資、中村 浩之、荒井 啓輔、田井 

謙太郎、吉田 俊彦、宗 慎一、浦出 剛史、福島 健司、権 英寿、津川 大介、小松 昇

平、浅利 貞毅、柳本 泰明、木戸 正浩、福本 巧, 第 56 回日本膵臓学会大会, 2025 
 

74. 切除可能膵癌の予後に対する GLIM 基準の影響. 水本 拓也、南野 佳英、石田 潤、李 東

河、大川 太資、中村 浩之、浦出 剛史、福島 健司、小松 昇平、柳本 泰明、木戸 正

浩、福本 巧, 第 56 回日本膵臓学会大会, 2025 
 
 
（特別講演） 
1. スペーサ手術 13 年の歩みと今後の展望. 小松 昇平、第 24 回兵庫粒子線治療研究会, 2020 

 
2. 薬物療法新時代における肝細胞癌集学的治療. 小松 昇平、 第 19 回 To（Tochigi Oncology）

研究会, 2022 
 

3. 外科医獲得にむけた神戸大学外科学講座の取り組み. 小松 昇平、 岡田 健次、掛治 吉弘、

谷野 裕一、尾藤 祐子、眞庭 謙昌, 第 122 回日本外科学会定期学術集会, 2022 
 
4. 外科医獲得にむけた神戸大学外科学講座の取り組み. 小松 昇平、第 44 回神奈川術後代謝栄

養研究会, 2022 
 

5. 免疫療法時代における肝細胞癌治療戦略. 小松 昇平、第 28 回癌と遺伝子・大分外科フォー

ラム, 2024 
 
 
（その他主題） 
1. 深部門脈腫瘍栓を伴う進行肝癌における術式合理化の工夫. 木戸 正浩、福本 巧、村松 三

四郎、楠 信也、千堂 宏義、武部 敦志、木下 秘我、小松 昇平、堀 裕一、味木 徹夫、松

本 逸平、新関 亮、具 英成, 第 37 回近畿肝臓外科研究会, 2009 
 

2. 肝細胞癌術後リンパ節再発に対しリンパ節切除術施行し長期生存を得た一例. 津川 大介、福

本 巧、楠 信也、粟津 正英、千堂 宏義、木戸 正浩、高橋 応典、武部 敦志、小松 昇平、

片岡 庸子、松本 逸平、味木 徹夫、堀 裕一、黒田 大介、具 英成, 第 32 回日本癌局所療

法研究会, 2010 
 

3. 進行肝細胞癌に対する粒子線治療後にPIHPを施行した症例の検討. 田中 基文、木戸 正浩、

高橋 応典、武部 敦志、蔵満 薫、木下 秘我、小松 昇平、福島 健司、中馬 正志、浦

出 剛史、宗 慎一、新関 亮、松本 逸平、味木 徹夫、福本 巧、具 英成, 第 35 回日

本癌局所療法研究会, 2013 
 

4. 当施設における外科医リクルート戦略. 木戸 正浩、福本 巧、武部 敦志、田中 基文、木

下 秘我、蔵満 薫、小松 昇平、福島 健司、浦出 剛史、味木 徹夫、松本 逸平、新関 

亮、岡﨑 太郎、浅利 貞毅、具 英成, 第 75 回日本臨床外科学会総会, 2013 
 

5. 脳死肝移植後早期脂肪肝に対し経腸栄養を用いた栄養管理により改善を得た一例. 荒井 啓

輔、田中 基文、蔵満 薫、木下 秘我、木戸 正浩、福本 巧、小松 昇平、津川 大介、

吉田 俊彦、松本 拓、白川 幸代、後藤 直大、浅利 貞毅、外山 博近、味木 徹夫、全 

陽、伊藤 智雄、具 英成, 第 18 回肝移植病理検討会, 2016 



 
6. 腹膜播種を伴う肝細胞癌に対する集学的治療. 山内菜津子、木戸 正浩、田中 基文、木下 秘

我、小松 昇平、津川 大介、中馬 正志、吉田 俊彦、荒井 啓輔、椋棒 英世、寺井 祥

雄、松本 拓、浅利 貞毅、外山 博近、味木 徹夫、福本 巧, 第 39 回日本癌局所療法研

究会, 2017 
 

7. 超高齢者肝癌患者に対する肝切除術の検討. 津川 大介、木戸 正浩、田中 基文、木下 秘

我、小松 昇平、粟津 正英、権 英寿、南野 佳英、山下 博成、白川 幸代、椋棒 英世、

寺井 祥雄、上野 公彦、外山 博近、味木 徹夫、福本 巧, 第 40 回日本癌局所療法研究

会, 2018 
 

8. 肝細胞癌に対する腹腔鏡下肝切除術における CUSA 法と Clamp Crush 法の手術短期成績

の検討. 粟津 正英、木戸 正浩、田中 基文、蔵満 薫、小松 昇平、権 英寿、宗 慎一、

田井 謙太郎、保原 祐樹、津川 大介、椋棒 英世、寺井 祥雄、柳本 泰明、外山 博近、

福本 巧, 第 38 回 Microwave Surgery 研究会, 2019 
 

9. 局所進行膵体部癌に対するスペーサー留置後粒子線療法の現状と課題. 李 東河、外山 博近、

小倉 佑太、田村 太一、清水 貴、朝倉 悠、石田 潤、山下 博成、白川 幸代、椋棒 英

世、寺井 祥雄、小松 昇平、蔵満 薫、田中 基文、柳本 泰明、木戸 正浩、味木 徹夫、

福本 巧, 第 68 回近畿膵疾患談話会, 2019 
 

10. 高齢者胆嚢癌において R0 切除は有用か. 上田 泰弘、柳本 泰明、津川 大介、橋本 悠、

朝倉 力、三宅 泰一郎、白川 幸代、山下 博成、権 英寿、小松 昇平、蔵満 薫、寺井 

祥雄、浅利 貞毅、外山 博近、木戸 正浩、味木 徹夫、福本 巧, 第 43 回日本癌局所療

法研究会, 2021 
 

11. 粒子線治療を目的とした仙骨脊索腫に対する吸収性スペーサー留置術の経験. 岡副 佑城、小

松 昇平、水本 拓也、宗 慎一、南野 佳英、浦出 剛史、福島 健司、権 英寿、津川 大

介、蔵満 薫、後藤 直大、柳本 泰明、木戸 正浩、外山 博近、福本 巧, 第 47 回日本外

科系連合学会学術集会, 2022 
 

  



業  績  目  録 
６．学会発表（国際会議）                         №      

（番号、演題名、発表者（共同発表者を含む）、学会名、発表年の順に記入してください。） 

 
海外学会（シンポジウム） 
1. Multidisciplinary therapy for multiple advanced hepatocellular carcinoma. Kido M, 

Fukumoto T, Tanaka M, Kinoshita H, Komatsu S, Tsugawa D, Asari S, Toyama H, Ajiki T, 
Ku Y, 2nd Eastern & Western Association Liver Tumors, 2017,  

 
2. A new multidisciplinary approach for refractory HCC using unique treatment modalities, 

Fukumoto T, Kido M, Tanaka M, Komatsu S, Awazu M, Ueno K, Toyama H, 10th Japanese-
Mongolian International Joint Symposium(JMIJS), 2018 

 
3. Expanded indications of hepatocellular carcinoma by the two-stage treatment using spacer 

surgery and particle beam radiotherapy. Yasuhara Y, Komatsu S, Kido M, Tanaka M, 
Awazu M, Gon H, Urade T, Tai K, Nishizawa Y, Tsugawa D, Mukubou H, Terai S, Toyama 
H, Ueno K, Ajiki T, Fukumoto T, Terashima K, Demizu Y, Okimoto T, Sasaki R, 10th 
Japanese-Mongolian International Joint Symposium(JMIJS), 2018 

 
4. Laparoscopic anatomic liver resection of segment 7 guided by 3D simulation and ICG 

fluorescence imaging. Urade T, Kido M, Komatsu S, Gon H, Fukushima K, So S, Yoshida 
T, Tai K, Arai K, Oji K, Fukumoto T, ILLS2024, 2024 

 
5. Multidisciplinary Treatment for Hepatocellular Carcinoma: Combination Therapy with 

TACE and TKI. Komatsu S, The 15th Asia-Pacific Primary Liver Cancer Expert Meeting 
(APPLE2025). 2025 

 
 
海外学会（ポスター・一般演題） 
1. Growing Rate of Portal Vein Tumor Thrombus in Patients with Hepatocellular Carcinoma.  

Kusunoki N, Tominaga M, Iwasaki T, Fukumoto T, Kido M, Ogata S, Takebe A, Kinoshita 
H, Komatsu S, Moon S, Ku Y, Asian Pacific Association for the study of the liver Annual 
Meeting 2007 Kyoto (APASL), 2007 

 
2. Severe Recurrent Hepatitis after Living Donor Liver Transplantation for Unknown Cause.  

Kinoshita H, Tominaga M, Iwasaki T, Fukumoto T, Kusunoki N, Kido M, Ogata S, Takebe 
A, Komatsu S, Moon S, Ku Y, Asian Pacific Association for the study of the liver Annual 
Meeting 2007 Kyoto (APASL), 2007 

 
3. Particle therapy for HCC: Clinical Results of 103 cases. Komatsu S, Fukumoto T, 

Tominaga M, Iwasaki T, Kusunoki N, Hishikawa Y, Murakami M, Ku Y, The 3rd Scientific 
Meeting of the International Forum of Liver Surgery, 2007 

 
4. The treatment of hepatocellular carcinoma within the Milan criteria: Hepatectomy versus 

liver transplantation. Kusunoki N, Fukumoto T, Tominaga M, Iwasaki T, Muramatsu S, 
Sendoh H, Kido M, Ogata S, Moon S, Kinoshita H, Komatsu S, Ku Y, The 7th Korea〜
Japan Transplantation Forum, 2008 

 
5. Iron metabolism and its tissue distribution in liver cirrhosis determined by two-

dimensional mapping with a novel synchrotron radiation X-ray fluorescence spectroscopy; 
the possible role in hepatocarcinogenesis. Kinoshita H, Hori Y, Fukumoto T, Kusunoki N, 



Kido M, Ogata S, Komatsu S, Hayashi Y, Ku Y, The 6th International Meeting, 
Hepatocellular Carcinoma: Eastern and Western Experiences (IMHCC 2008), 2008 

 
6. Particle Radiotherapy For Patients With Hepatocellular Carcinoma. Komatsu S, 

Fukumoto T, Hori Y, Kusunoki N, Kido M, Ogata S, Kinoshita H, Murakami M, Hishikawa 
Y, Ku Y, The 6th International Meeting, Hepatocellular Carcinoma: Eastern and Western 
Experiences (IMHCC 2008), 2008 

 
7. Combined strategy of surgical spacer placement with proton radiotherapy for the 

treatment of hepatocellular carcinoma. Urade T, Komatsu S, Kuramitsu, Fukumoto T, 
Terashima K, Mima M, Fujii O, Niwa Y, Demizu Y, Murakami M, Ku Y, International Liver 
Cancer Association Fifth Annual Conference（ILCA), 2011 

 
8. Dual Treatment of Reductive Surgery and Sequential Percutaneous Isolated Hepatic 

Perfusion for Multiple Bilobar Hepatocellular Carcinoma. Kido M, Fukumoto T, Takebe A, 
Tanaka M, Kinoshita H, Kuramitsu K, Komatsu S, Fukushima K, Urade T, So S, Ku Y, 
The 4th Asia-Pacific Primary Liver Cancer Expert Meeting (APPLE), 2013 

 
9. Treatment Strategy for Recurrent HCC. So S, Kido M, Fukumoto T, Takebe A, Tanaka M, 

Kinoshita H, Kuramitsu K, Komatsu S, Fukushima K, Urade T, Ku Y, The 4th Asia-Pacific 
Primary Liver Cancer Expert Meeting (APPLE), 2013 

 
10. The Utility of 99mTc-GSA Scintigraphy on Preoperative Evaluation of Liver Function for 

Major Hepatectomy. Tanaka M, Fukumoto T, Kido M, Takebe A, Kuramitsu K, Kinoshita 
H, Komatsu S, Fukushima K, Urade T, So S, Ku Y, The 4th Asia-Pacific Primary Liver 
Cancer Expert Meeting (APPLE), 2013 

 
11. Low-dose antiviral treatment for hepatitis C virus following living donor liver 

transplantation without splenectomy. Takebe A, Fukumoto T, So S, Urade T, Fukushima 
K, Komatsu S, Kuramitsu K, Kinoshita H, Tanaka M, Kido M, Ku Y, The 13th Congress of 
the Asian Society of Transplantation（CAST）, 2013 

 
12. Usefulness of 99mTc-GSA scintigraphy on preoperative evaluation of liver function for 

hepatectomy. Tanaka M, Fukumoto T, Kido M, Takebe A, Kuramitsu K, Kinoshita H, 
Komatsu S, Fukushima K, Urade T, So S, Ku Y, AASLD (THE LIVER MEETING2013), 
2013 

 
13. Back flow thrombectomy and PIHP for the treatment of multiple bilobular HCC with 

Vp4 PVTT. Fukumoto T, Kuramitsu K, Kido M, Takebe A, Tanaka M, Kinoshita H, 
Komatsu S, Ku Y, AASLD (THE LIVER MEETING2013), 2013 

 
14. A novel chemo-surgical treatment strategy for advanced hepatocellular carcinoma with 

percutaneous isolated hepatic perfusion (PIHP). Ku Y, Fukumoto T, Komatsu S, The 12th 
JSH Single Topic Conference, 2016 

 
15. Impact for prognosis after non-anatomical resection for hepatocellular carcinoma 

historically proven micro portal vein tumor thrombus.  Komatsu S, Fukumoto T, Kido M、

Tanaka M, Kinoshita H, Goto T, Asari S, Toyama H, Ajiki T, Ku Y, Asian Pacific Digestive 
Week(APDW), 2016 

 
16. Expanded indications of hepatocellular carcinoma by the two-stage treatment using spacer 

surgery and particle beam radiotherapy. Komatsu S, Fukumoto T, Kido M, Asari S, Toyama 



H, Ajiki T, Terashima K, Demizu Y, Okimoto T, Sasaki R, 2nd Eastern & Western 
Association Liver Tumors, 2017 

 
17. Novel surgical approach for hepatocellular carcinoma using particle beam radiotherapy.  

Komatsu S, Fukumoto T, Kido M, Asari S, Toyama H, Ajiki T, Terashima K, Demizu Y, 
Okimoto T, Sasaki R, Ku Y, The 4th Kansai-Yeungnam HBP Surgeons Joint Meeting,  

2017 
 

18. Is it necessary to place the surgical drain after hepatectomy? -The study from risk factors 
of postoperative bile leakage. Yoshida T, Kido M, Tanaka M, Kinoshita H, Komatsu S, 
Tsugawa D, Arai K, Toyama H, Ajiki T, Fukumoto T, Ku Y, The 4th Kansai-Yeungnam HBP 
Surgeons Joint Meeting, 2017 

 
19. Neoadjuvant percutaneous isolated hepatic perfusion (PIHP)and the following 

hepatectomy for highly advanced hepatocellular carcinoma. Tanaka M, Kido M, Kinoshita 
H, Komatsu S, Tsugawa D, Matsumoto T, Asari S, Toyama H, Ajiki T, Fukumoto T, Ku Y, 
The 4th Kansai-Yeungnam HBP Surgeons Joint Meeting, 2017 

 
20. A case requiring stenting of inferior vena cava and hepatic veins for outflow-block after 

orthotopic liver transplantation using piggyback technique. Arai K, Tanaka M, Kido M, 
Kinoshita H, Komatsu S, Tsugawa D, Toyama H, Asari S, Ajiki T, Fukumoto T, Ku Y, The 
4th Kansai-Yeungnam HBP Surgeons Joint Meeting, 2017 

 
21. Usefulness of FDG-PET in the evaluation of tumor response to proton beam therapy for 

locally advanced pancreatic ductal adenocarcinoma. Shirakawa S, Toyama H, Asari S, 
Terai S, Mukubou H, Komatsu S, Kido M, Ajiki T, Fukumoto T, Ku Y, The 4th Kansai-
Yeungnam HBP Surgeons Joint Meeting, 2017 

 
22. Development process and Technical Aspects of Laparoscopic Hepatectomy: Learning 

Curve Based on 15 Years of Experience. Komatsu S, Scatton O, Goumard C, Sepuluveda 
A, Brustia R, Perdigao F, Soubrane O, FIRST WORLD CONGRESS OF THE 
INTERNATIONAL LAPAROSCOPIC LIVER SOCIETY (ILLS2017), 2017 

 
23. Development of a new biodegradable operative clip made of a magnesium alloy: evaluation 

of its safety and tolerability. Tai K, Kido M, Tanaka M, Kinoshita H, Komatsu S, Tsugawa 
D, Awazu M, Gon H, Chuma M, Arai K, Yasuhara Y, Mukubou H, Terai S, Toyama H, Ueno 
K, Ku Y, Fukumoto T, IASGO World Congress 2017 HBP SurG Meeting, 2017 

 
24. Impact for prognosis after non-anatomical resection for hepatocellular carcinoma with 

micro portal vein tumor thrombus. Arai K, Kido M, Tanaka M, Kinoshita H, Komatsu S, 
Tsugawa D, Awazu M, Gon H, Chuma M, Tai K, Yasuhara Y, Mukubou H, Terai S, Toyama 
H, Ueno K, Ku Y, Fukumoto T, IASGO World Congress 2017 HBP SurG Meeting, 2017 

 
25. Multidisciplinary treatment for Stage B, C Hepatocellular carcinoma. Yasuhara Y, Kido M, 

Tanaka M, Kinoshita H, Komatsu S, Tsugawa D, Awazu M, Gon H, Chuma M, Arai K, Tai 
K, Mukubou H, Terai S, Toyama H, Ueno K, Ku Y, Fukumoto T. IASGO World Congress 
2017 HBP SurG Meeting, 2017 

 
26. Effect of oral BCAA supplementation on postoperative blood lactate levels in patients 

undergoing pancreatoduodenectomy. Nanno Y, Toyama H, Terai S, Mukubou H, Shirakawa 
S, Yamashita H, Mizumoto T, Ueda Y, Lee D, Kinoshita H, Tsugawa D, Komatsu S, Tanaka 
M, Kido M, Ajiki T, Fukumoto T, Ku Y, IASGO World Congress 2017 HBP SurG Meeting, 



2017 
 

27. Efficacy of laparoscopic surgery for repeat liver resection. Gon H, Kido M, Tanaka M, 
Kinoshita H, Komatsu S, Tsugawa D, Awazu M, Mukubou H, Terai S, Toyama H, Ueno K, 
Ajiki T, Fukumoto T, The 5th Yeungnam-Kasai HBP Surgeons Joint Meeting 2018, 2018 

 
28. Expanded indications of hepatocellular carcinoma by the two-stage treatment using spacer 

surgery and particle beam radiotherapy. Tai K, Komatsu S, Kido M, Tanaka M, Kinoshita 
H, Awazu M, Gon H, Arai K, Yasuhara Y, Tsugawa D, Mukubou H, Terai S, Toyama H, 
Ueno K, Ajiki T, Terashima K, Demizu Y, Okimoto T, Sasaki R, Fukumoto T, 8th 
International Forum of Liver Surgery, 2018 

 
29. Salvage hepatectomy for local recurrence after particle therapy for liver cancer.  

Tanaka M, Kido M, Kinoshita H, Komatsu S, Awazu M, Gon H, Arai K, Tai K, Yasuhara Y, 
Tsugawa D, Mukubou H, Terai S, Toyama H, Ueno K, Ajiki T, Terashima K, Demizu Y, 
Okimoto T, Fukumoto T, 8th International Forum of Liver Surgery, 2018 

 
30. A successful case report of living donor liver transplantation after rituximab 

desensitization for a patient with high level preformed donor-specific antibody.  

Yasuhara Y, Kuramitsu K, Kido M, Tanaka M, Komatsu S, Awazu M, Gon H, Urade T, Tai 
K, Nishizawa Y, Fukumoto T, International Symposium for Commemoration of 5000 
LDLTs at AMC, 2018 

 
31. Assessment for the usefulness of ALBI score as a predictor of survival 

after living donor transplantation. Tai K, Kuramitsu K, Kido M, Tanaka M, Komatsu 
S, Awazu M, Gon H, Urade T, Fukumoto T, International Symposium for Commemoration 
of 5000 LDLTs at AMC, 2018 

 
32. Assessment for the usefulness of ALBI score as a predictor of survival after adult-to-adult 

living donor transplantation. Tai K, Kuramitsu K, Kido M, Tanaka M, Komatsu S, Awazu 
M, Gon H, Yasuhara Y, Nishizawa Y, Toyama H, Ajiki T, Ueno K, Fukumoto T, The 6th 
Kansai-Yeungnam HBP Surgeons Joint Meeting, 2019 

 
33. A successful case report of living donor liver transplantation after rituximab 

desensitization for a patient with high level preformed donor-specific antibody.   

Yasuhara Y, Kuramitsu K, Kido M, Tanaka M, Komatsu S, Awazu M, Gon H, Urade T, Tai 
K, Nishizawa Y, Fukumoto T, The 6th Kansai-Yeungnam HBP Surgeons Joint Meeting, 
2019 

 
34. Salvage hepatectomy for local recurrence after particle therapy for liver cancer.  

Tanaka M, Kido M, Kuramitsu K, Komatsu S, Awazu M, Gon H, Tai K, Yasuhara Y, 
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